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集落排水処理施設 (下水道) で

快適な環境づくり

さわやかな暮らしは水洗トイレから・・・

積 丹 町
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下水道のしくみ・・・・・・・・・・
排 水 設 備 家庭からの汚水 (台所・浴室・トイレなど)を公共汚水ます

に流入させるために必要な排水管などの設備をいいます。

これらの工事は、皆さんの負担で行っていただくことになり

ます。

公共汚水ます 皆さんの家庭から出た汚水を下水道に取り入れるためのマス

をいいます。

下水道汚水管 汚水を排除するための管をいいます。

マンホール 下水道管の点検、清掃、修理のため、人が出入りする施設を

いいます。

終 末 処 理 場 下水道管で集められた汚水を処理して、きれいな水にして川
や海へ放流します。

個
人
で
管

町
で
管
理
し
ま
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下水道のやくわり・・・・・・・・・
下水道ができると、生活環境がこんなに美しく明るく変わります。

清潔な街になります

川や側溝がきれいになり、

カやハエの発生を防ぎ、伝染

病の予防にも役立ちます。

きれいな川や海になります

家庭や工場などから出る汚れた水が

直接川や海に流れこまなく、すんだき

れいな水になります。

トイレの水洗化ができます

清潔で快適な水洗トイレが使える

ようになり、悪臭に悩まされること

もなくなります。
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受益者分担金制度・・・・・・・・・
受益者分担金制度とは

住みよい環境づくりを進める集落排水処理施設を整備するためには、長い年月と多く

の建設費用を必要とします。

建設費用は、国からの補助金（国庫補助金）、長期の借入金（起債）、町税等の一般

町費、受益者分担金によってまかなうことになっております。

集落排水処理施設は、一般の公共施設とは異なり整備され利用できる地域の人達に限

られてきます。

このため、集落排水処理施設の建設費を町税などの税金だけでまかなうことにすると、

集落排水処理施設が使用できない人達にまで負担がかかり、著しく負担の不公平をまね

くことになります。

受益者分担金制度とは、集落排水処理施設が整備されることにより、生活環境が改善

され、便利性、快適性が向上し、集落排水処理施設のない区域に比べて、これらの利益

を受ける方に建設費の一部を一度限りにおいて負担していただくものです。

分担金は１回限りです。

受益者分担金は1回限りだけ、建設費の一部を負担していただこうというものであり、

税金とは異なります。

分担金を納めていただく方は。

集落排水処理施設が、使用できるようになった区域の建物所有者が対象になります。

便利になる分

私たちも負担しなきゃ
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受益者の申告は

集落排水処理施設を使用できる区域に建物を所有している方に、「集落排水事業受益者

申告書」を提出していただきます。

分担金額は

１戸につき ３０,０００円です。

分担金の納付方法は

◇ 一括納付、または分納することができます。

◇ 分納する場合は、５年以内で毎年６月・８月・１０月・１２月の４期払いになります。

◇ 分納金の納付場所は、指定金融機関(北海信用金庫美国代理店)、役場窓口、支所窓口

に納付書により直接納めていただきます。

また、東しゃこたん漁業協同組合から口座振替により納付することもできます。
分担金の納付

(５年間で２０回分割払い)

分担金の賦課
(納入通知書の発行)

分担金の徴収猶予と減免について

災害・盗難などの不慮の事故が生じたことにより、分担金を納付することが困難な場合

には、分担金の納入期間を延長する制度や分担金の減免をする制度もありますので、ご相

談ください。
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貸付制度・・・・・・・・・・・・・・・
水洗便所改造等資金貸付制度をご利用下さい。

町では、出来るだけ早く水洗便所への改造工事と排水設備の設置をしていただくために、

工事資金の貸付を行っています。

貸付の対象 排水設備（台所・浴室等）・水洗トイレ改造工事

貸付対象者 集落排水処理区域の既設住宅の所有者または、その所有者の同意

を受けた使用者。

ただし、住宅を新築する場合、法人、団体所有の住宅は貸付の対象

になりません。

貸 付 額 貸付の限度額は、総額６０万円です。

排 水 設 備

水 洗 ト イ レ 改 造 工 事

貸付の条件 ① 町内に住所を有すること。

② 町税等を完納していること。
③ 自己資金のみで工事費を一時に負担することが困難であること。
④ 貸付を受けた資金について充分な償還能力を有すること。
⑤ 確実な連帯保証人が１名いること。

償 還 ５年以内（６０ケ月以内）

利 子 無利子
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貸付の申請手続き

① 貸付の申請
貸付制度を利用されるときは、町に排水設備改造資金貸付申請書を提出していただ

きます。 （排水設備等計画確認申請書も提出して下さい。）

② 工事に着手
町から資金貸付決定の通知がありましたら、工事に着手して３０日以内に工事を完

了させて下さい。

③ 工事の完了検査
工事が完了しましたら、５日以内に町へ工事完了届を提出して、完了検査を受けて

下さい。

④ 貸付金の交付
手続きが終了しますと、貸付金は町より申請者の口座へ直接振り込まれます。

貸付金の償還方法

◇ ５年以内（６０ケ月以内）の償還になります。

◇ 貸付金の納付場所は、指定金融機関(北海信用金庫美国代理店)、役場窓口、支所窓口

に納付書により直接納めていただきます。

また、東しゃこたん漁業協同組合から口座振替により納付することもできます。
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排水設備・・・・・・・・・・・・・・
排水設備とは

家庭からの汚水を町が道路などに布設し

管理する『公共汚水ます』までに流入させ

るために必要な排水管などの設備をいいま

す。

排水設備の工事は、全て、皆さんの負担

で行っていただくことになります。

トイレの水洗化は３年以内に

集落排水処理施設（下水道）が建設され、供用開始の告示がなされた区域内の方は、台

所・浴室等の汚水は遅滞なく排水施設を設けて『公共汚水ます』につながなければなりま

せん。また、既設のくみ取り便所については、告示の日から３年以内に水洗トイレに改造

することが義務づけられています。

なお、家を新築・増築（トイレの改造に係るもの）したりする場合は、水洗トイレ以外

のトイレとしてはならないとの規定があります。

工事は指定業者へお申し込み下さい

水洗トイレの改造工事及び台所・浴室

の排水設備工事は、町が指定する業者

（指定業者）へお申し込み下さい。

指定業者は別紙のとおりです
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工事の手続きは次のとおりです

① 指定業者に工事の申込みをします。

② 指定業者は、設計施工基準により設計・見積りをします。

③ 設置者は、排水設備等計画確認申請書を町に提出します。

④ 町は、計画確認申請について法令等の規定に適合すると確認したときは、排水設備等

計画確認書の交付をします。

⑤ 工事に着手します。

⑥ 設置者は、工事の完了した日より５日以内に、町へ排水設備等工事完了届を提出しま

す。

⑦ 町は、指定業者立会のうえ工事完了検査を行い、工事が関係法令の規定に適合してい

ると認めたときは、排水設備等工事検査済証を交付します。

⑧ これで下水道を利用することができますので、町へ下水道の使用開始届けを提出して

下さい。
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工事費のめやす・・・・・・・・・・
工事費はどのくらい

既設の便所を水洗式に改造し、排水設備を設置

する場合の標準工事費は、おおむね次のとおりで

すが、その家の構造等の条件により異なります。

◇ 排水設備工事（排水管布設・ます設置等）

◇ 衛生設備工事（便器購入及び取付け等）

◇ 便槽処理工事（便槽取壊し・埋戻し等）

◇ 室内改修工事（床、壁張替え・電気工事）

◇ 給水設備工事

合 計 約６０万円

工事は２～３日で終わります

工事は、２～３日で終わります。この間のトイレの使用については指定業者とよく

打合せして下さい。

水洗化工事の手順は

水洗化工事の手順は次のとおりです。

① 公共汚水ますまでの排水管布設

② 便槽内のし尿の除去

③ 便槽及び便室の床の取壊し

④ 便器・排水管・給水管の取付け

⑤ 便槽内の土砂埋戻し

⑥ 床改修等工事
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下水道使用料・・・・・・・・・・・・
水洗トイレや排水設備が設置され、下水道の使用を開始すると、排除した汚水の量に応

じて、次の表により使用料を納めていただくことになります。

この使用料は、下水道施設を維持管理していくための費用に充てられます。

１カ月の使用料金

基 本 料 金（１ カ 月） 超 過 料 金

水 量 料 金 水 量 料 金

一般家庭用 １０ｍ３ まで １,５００円 １ 立 方 メ ー ト ル １５０円

営業・団体用 ２０ｍ３ まで ３,０００円 増 毎 に １５０円

※使用料には、消費税がかかります。

例えば、一般家庭の場合１６立方メートル使用した場合は、

基本料金（１０立方メートルまで） １,５００円

超過料金（１６－１０）×１５０円 = ９００円

小 計 ２,４００円×消費税（５％）

合 計 ２,５２０円（１０円未満切捨て）

排除した汚水量の算定

◇ 水道水を使用した場合は、水道の使用水量とします。

◇ 水道水以外の水を使用した場合は、家族の人数により使用料が定められています。

使用料の納付場所

◇ 使用料の納付場所は、指定金融機関(北海信用金庫美国代理店)、役場窓口、支所窓口

に納付書により直接納めていただきます。

また、北海信用金庫・東しゃこたん漁業協同組合・郵便局から口座振替により納付することも

できます。
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下水道を大切に使いましょう・・
下水道は何でも流せるというものではありません。下水道は、自然や皆さんの生活環境

をよりよくするための公共の財産です。一人一人がルールを守って大切に使いましょう。

水洗トイレでは

水洗トイレには、トイレットペーパー

以外は、使わないで下さい。水に溶けな

い紙や紙おむつ、タバコやガムなどを流

すと詰まりの原因になります。

タンクから流れる水量は、規定水量ど

おり流しましょう。流れる水量が少ない

と汚物が十分に流れず、詰まったり悪臭

の原因となることがあります。

台所では

野菜くず、残飯や天ぷら油などは詰まり

の原因となりますので、流さないようにし

ましょう。また、ディスポーザ（野菜くず

などを粉砕する台所のくず処理装置)は、

使わないようにしましょう。

危険です

ガソリン・軽油・灯油・シンナーなど

は絶対に流さないで下さい。これらがガ

ス化して大爆発を起こして、思わぬ大惨

事を招く恐れがあります。

マンホールやますにゴミなどを捨

てないようにしましょう

ゴミ・土砂・廃油などは捨てないで下

さい。下水道管が詰まり、下水道が使用

できなくなります。



積丹町排水設備工事指定業者一覧表

番号 業　　者　　名 住　　　　　　　　所 電話番号

14 古平郡古平町大字港町3番地 0135-42-2153株式会社  福  津  組

余市郡余市町登町17-6 0135-23-8450

12 余市郡余市町黒川町７丁目７８番地 0135-22-5571有限会社　高橋配管設備

福 嶋 設 備13

小樽市最上2丁目18番28号 0134-24-0539

10 札幌市東区伏古4条5丁目3-28 011-782-5853

真家水道工業株式会社

札幌環境設備株式会社

11

余市郡余市町富沢町４丁目３１番地 0135-23-3032

7 積丹郡積丹町大字美国町字小泊２２４番地 0135-44-3311株式会社　菊　地　組

株式会社　堀川管工設備工業9

8 株式会社　コ　マ　ツ　ダ

6 余市郡余市町大川町４丁目８２番地 0135-23-2111

5 空知郡南幌町元町３丁目１番１２号 011-378-2708有限会社　境設備配管

清水商事株式会社

0135-44-3221

1 余市郡余市町浜中町１０６番地３ 0135-23-5511株式会社　木村配管

有限会社　林水道設備

二藤田建築業 積丹郡積丹町大字野塚町字丸山１００４番地

小樽市住吉町１２番１５号 0134-32-6123

0135-45-64132

株式会社　関　組 余市郡余市町富沢町５丁目５３番地 0135-22-47823

4 積丹郡積丹町大字美国町字船澗４９８番地
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